
※上記実績の外、死亡叙勲、高齢者叙勲等の発令を行っており、その件数を含めて年間約29,000件を発令

694

秋実績 件 702 735 720 概ね800件

【春秋褒章】
春秋の発令ごとに概ね800名

春実績 件 728 697 728

3,634

秋実績 件 3,616 3,622 3,624 概ね3,600件

【危険業務従事者叙勲】
毎回の発令ごとに概ね3,600名

春実績 件 3,617 3,623 3,609

4,068 4,019 4,064 4,110

秋実績 件 4,024 4,173 4,079 概ね4,000件

事業番号 ０１３２
　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　( 内閣本府)

事業名 栄典事務の適切な遂行 担当部局庁 内閣府賞勲局 作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度 明治９年度～ 担当課室 総務課

総務課長
原　宏彰

会計区分 一般会計 施策名 60.栄典事務の適切な遂行

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

日本国憲法第７条
関係する計画、

通知等

事業の目的
（目指す姿を
簡潔に。3行程
度以内）

　栄典は、日本国憲法第７条に規定する国事行為として、内閣の助言と承認の下に天皇陛下から授与されるものであり、賞勲局
は、これに関連する審査、伝達等の事務を行っている。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　勲章等の授与及びはく奪の審査並びに伝達等を行う。

実施方法 ■直接実施　　　　　　　□業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

21年度 22年度 23年度 24年度 25年度要求

予
算
の
状
況

当初予算 2,913 2,825 2,556 2,554 2,588

補正予算 0 0 25 0

繰越し等 0 0 0 0

計 2,913 2,825 2,581 2,554 2,588

執行額 2,905 2,815 2,571

21年度 22年度

% 120.4%

執行率（％） 99.7% 99.6% 99.6%

成果目標及び
成果実績
（アウトカム）

23年度
目標値
（　　年度）

活動指標及び
活動実績
（アウトプット）

活動指標 単位

成果指標 単位

費　目 24年度当初予算 25年度要求 主な増減理由

22年度 23年度 24年度活動見込

【春秋叙勲】
春秋の発令ごとに概ね4,000名

春実績 件

褒賞品製造費 2,506 2,548

21年度

単位当たり
コスト

@90,000円（円／発令件数） 算出根拠
23年度執行額／23年度叙勲・褒章等発令件数　　　　　　　　　　　　　　　
　　　（2,571百万円／約29,000件）

情報処理業務庁費 38 30

2,587

電子計算機等借料 10 9

　  

平
成
2
4
・
2
5
年
度
予
算
内
訳

計 2,554

達成度 182.7% 59.8%

「一般推薦制度」に係るホームページへのアク
セス数
[対前年度比増]

成果実績 件 28,227 51,565 30,838 対前年度比増

26,751件勲章製造購入個数の増

栄典事務効率化システム機器賃貸借等経費を入札結果を踏まえ見直ししたため

比較増△減

996件

24年度

25,755件

25年度要求



平成２２年行政事業レビュー 平成２３年行政事業レビュー

執
行
等
改
善

勲章の一部の製造工程については機械化を推進することで製造コストの削減を図り、要求単価の見直しに反映させた。
また、勲章用塗箱の製造購入等一部の調達については、競争性のある随意契約（公募方式）への変更により競争性を高め経費
の削減を目指しており、さらに、価格交渉を行うことで経費の削減を図った。

関連する過去のレビューシートの事業番号
１３０ １３５

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。
勲章及び褒章等の栄典の授与は、国家又は公共に対
する功労、あるいは社会の各分野における優れた行い
を顕彰する重要な制度であり、天皇の国事行為とされて
いる。○

国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
ではないか。

－ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・

使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。
平成24年度の一部の調達について、参加者の有無を確
認する公募手続きに係る参加意思表明書の提出を求め
る公示を行い、調達方法の改善を図っている。
また、随意契約を行う場合も契約先と価格交渉を行い、
原価、労務費等による価格の上昇を抑えるなど、コスト
削減に努めている。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

－ 受益者との負担関係は妥当であるか。

－ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

－ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。
平成23年度のホームページへのアクセス数が対前年度と比
較し少なくなっているが、これは、平成22年度に「時事ドットコ
ム」や「Yahoo!ニュース」のインターネットテキスト広告等を実施
したことにより、約2万件以上アクセス数が増えたと考えられる
もので、これら特殊要因を除くと着実にアクセス数は増えてお
り、成果目標は達成されているものと思料される。また、平成
23年1月よりログの取得方法の変更（内閣府等からのアクセス
の排除）が行われたため、平成23年度のアクセス件数につい
てはそれ以前の年度と単純に比較することができない。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

－ 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか

－ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

「栄典制度の改革について」（平成14年８月７日閣議決定）を踏まえ、平成１５年秋の叙勲から民間部門の受章者の増加に努めるなど、経
済社会情勢の変化に留意した適切な制度の運用に努めているところである。
また、平成２４年度予算においては、行政事業レビューでの予算監視・効率化チーム所見である「引き続き、勲章等の在庫数の適正化等
による経費の削減に向けた見直しを図るべき。」との指摘を踏まえ、在庫数の適正化及び単価の見直しを図った結果、勲章製造個数は前
年度より増えたものの、前年度予算額と比較しほぼ同額となったところである。
引き続き、勲章等の在庫数の適正化等に努める。

予算監視・効率化チームの所見

一
部
改
善

生産工程の見直し及び競争性を確保することにより、経費の削減を図るべき。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）



※平成23年度実績を記入

資金の流れ
（資金の受け
取り先が何を
行っているか
について補足
する）（単
位：百万円）

内閣府賞勲局
２，５７１百万円

勲章等の授与及びはく奪の
審査並びに伝達等を行う

内閣府賞勲局
２，５２９百万円

内閣府賞勲局
４２百万円

○勲章等の製造購入 ○叙勲事務電算化等経費

・勲章、褒章及び賜杯等の
製造購入

・栄典事務効率化システムの運用
・春秋叙勲者名簿等電算処理

Ａ．独立行政法人造幣局
２，２３６百万円

【随意契約】

勲章、褒章及び賜杯（銀杯）
等の製造購入

Ｄ．三菱ｽﾍﾟｰｽ･ｿﾌﾄｳｪｱ㈱

外１社
１４百万円

栄典事務効率化システムの賃貸
借及び保守運用

【一般競争入札】

Ｂ．会津漆器工場団地協同

組合外４社
２８４百万円

【随意契約】

・勲章用塗箱等の製造購入

・勲記、章記等の製造購入

・勲章用綬・略綬等の製造購入

・褒章彫刻作業

・受章者のしおりの印刷

Ｃ．ホシノ紙筒工業㈱
９百万円

【一般競争入札】

勲記・章記用紙筒等の購入

Ｅ．㈱ＳＡＹ企画
７百万円

【一般競争入札】

【随意契約】

Ｆ．日経ﾒﾃﾞｨｱﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ㈱

外１社
４百万円

・審査業務に必要な日経テレコン

使用料
・春秋叙勲等受章者名簿の印刷

【直接】

Ｇ．臨時事務補助員（４名）
１７百万円

叙勲等審査票の整理及び電子
データ入力業務

・春及び秋の叙勲等の受章者
名簿等の作成業務
・春秋叙勲等候補者の入力業
務
・春秋叙勲における小綬章以
上受章者の詳細経歴データ
作成業務



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。費
目と使途の双方
で実情が分かる
ように記載）

A. E.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

製造購入 勲章・褒章等の製造購入 2,236 雑役務費 春の叙勲等受章者名簿の作成 3

〃 秋の叙勲等受章者名簿の作成 3

　 　 　

　 　 　

計 2,236 計 6

B. F.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

製造購入 勲章用塗箱等の製造購入 185 使用料 日経テレコン使用料 2

〃 勲記・章記等の製造購入 51 印刷費 春秋叙勲等受章者名簿印刷 1

〃 勲章用綬・略綬等の製造購入 45

雑役務費 褒章彫刻作業 2

計 283 計 3

C. G.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

物品購入 勲記・章記用紙筒の購入 9 賃金 臨時事務補助員４名 15

保険料 社会保険料及び雇用保険料 2

計 9 計 17

D. H.

費　目 使　途
金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額
(百万円）

借料 栄典システム機器借料 9

雑役務費 栄典システム運用保守 5

計 14 計 0



支出先上位１０者リスト
A.．

Ｂ．

Ｃ．

Ｄ．

10

9

8

7

6

5

4

3

2 ㈱日本ﾋﾞｼﾞﾈｽｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 栄典事務効率化システムの保守運用 5 3

1 三菱ｽﾍﾟｰｽ･ｿﾌﾄｳｪｱ㈱ 栄典事務効率化システムに係る機器等の賃貸借 9 3

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1 ホシノ紙筒工業㈱ 勲記・章記用紙筒の購入 9 1

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

10

9

8

7

6

5 ㈱善光堂印刷所 受章者のしおりの印刷 1 随意契約

4 越前屋多崎㈱ 勲章用綬・略綬等の製造購入 20 随意契約

3 ㈱中杉 勲章用綬・略綬等の製造購入及び褒章彫刻作業 27 随意契約

2 独立行政法人国立印刷局 勲記・章記等の製造購入 51 随意契約

1 会津漆器工場団地協同組合 勲章用塗箱等の製造購入 185 随意契約

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 独立行政法人造幣局 勲章、褒章等の製造購入 2,236 随意契約

2

3

4

5

6

7

8

9

10



Ｅ．

Ｆ．

Ｇ．

10

9

8

7

6

5

4

3

-2社会保険料及び雇用保険料全国健康保険協会外2

-15賃金臨時事務補助員４名1

落札率入札者数
支　出　額
（百万円）

業　務　概　要支　出　先

10

9

8

7

6

5

4

3

随意契約1平成23年春及び秋の叙勲受章者名簿等の印刷ﾒﾃﾞｨｱﾗﾝﾄﾞ㈱2

随意契約2日経テレコン使用料日経ﾒﾃﾞｨｱﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ㈱1

落札率入札者数
支　出　額
（百万円）

業　務　概　要支　出　先

10

9

8

7

6

5

30.5春秋叙勲における小綬章以上受章者の詳細経歴データ作成業務㈱ＳＡＹ企画4

90.6春秋叙勲等候補者の入力業務㈱ＳＡＹ企画3

53平成23年秋の叙勲等の受章者名簿等の作成業務㈱ＳＡＹ企画2

支　出　先

33平成23年春の叙勲等の受章者名簿等の作成業務㈱ＳＡＹ企画1

落札率入札者数
支　出　額
（百万円）

業　務　概　要


